
日　程 2005年5月24日（火）9：40開場　10:00～16:10　 

会　場 板橋区立文化会館 小ホール  
 （http://www.city.itabashi.tokyo.jp/bkaikan/map.htm） 

主　催 日本電気泳動学会 

後　援 日本生化学会、日本質量分析学会 

協　賛 株式会社島津製作所、日本バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社 

講演予定  

事務局 ： 東京都老人総合研究所プロテオーム共同研究センター内　第55回公開シンポジウム事務局 
  tel.03-3964-3241 fax.03-3579-4776　担当：森澤　拓 
参加費  ： 無料 
参加登録 ： 参加の申し込みは事前に下記のホームページでの登録をお願いいたします。 
  http://wwwsoc.nii.ac.jp/jes1950/J_MEETING/55th_sympo/index.html

10:00～10:30 プロテオミクス10年の軌跡　 
 戸田　年総（東京都老人総合研究所 プロテオーム共同研究センター） 

10:30～11:20 イムノプロテオミクスで見えてくるリュウマチ性疾患の新たな分子病態 
 加藤　智啓（聖マリアンナ医科大学 難病治療研究センター） 

11:20～11:30 休憩 

11:30～12:00 〈テクニカルセミナー1〉 
 最新の画像解析システムを用いたプロテオミクス 
 佐藤　元（日本バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社） 

12:00～13:00 昼食休憩 

13:00～13:30 〈テクニカルセミナー2〉 
 ケミカルプリンターを用いたプロテオミクス　 
 古田　大（株式会社島津製作所 ライフサイエンス研究所） 

13:30～14:20 肺のプロテオミクスで見えてくる肺癌のあらたな分子病態　 
 柳沢　聖（名古屋大学大学院 分子腫瘍学） 

14:20～14:30 休憩 

14:30～15:20 肝臓のプロテオミクスで見えてくる肝疾患の新たな分子病態 
 中村　和行（山口大学医学部 分子感知医科学） 

15:20～16:10 脳のプロテオミクスで見えてくるあらたなシグナル伝達経路 
 荒木　令江（熊本大学大学院医学薬学研究部 腫瘍医学分野） 

第55回日本電気泳動学会 シンポジウム 

プロテオミクス10年の軌跡と進路 プロテオミクス10年の軌跡と進路 
－ここまできた疾患プロテオミクス研究－ 
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